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事業者名 株式会社日本ビル管理

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

地球全体の将来を見据え、潜在的課題を抽出。日本ビル管理がSDGsの目標達成に向けて、企業活動に取り組んでいく。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当する場合
は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値および更新時（3年後）の
数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と「指標」をそ
のまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境

事務所のOA機器の更新、快適な職場環境を保ちながら照
明・空調機の使用を軽減

事務所内の電気使用軽減によるCO2排出量
2027年 5％削減（2024年比）

社会

経済

環境

①床面メンテナンスで発生する廃液による環境負荷ゼロ化
②水資源の使用軽減

①廃液の環境負荷省ゼロ化
2024年　10件→　2027年ゼロ
②水資源の年間使用軽減
2024年　2400Ｋｌ→　2027年1200Ｋｌ

社会

経済

環境

県内へのU・J・Iターン就職希望者の雇用機会の創出
・新規採用人数
2024年　1名　→　2027年5名

社会

経済

お客様の「繁栄」「発展」のため、価値の高いサポート業として貢献するという使命のもと、事業を通して、地域・社会に貢
献し、企業として、常にお客様・社員・スタッフに、安心・安全でより良い環境を提供する。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

照明常時使用量90％削減
時間外照明・空調使用量ゼロ
→削減10％以上達成

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

事務所の冬季の電力省エネルギー化
現在より月間平均電気量10％削減をする※
電力量がピークとなる12月で比較する。
（2023年12月分）

・事務所の常時使用照明を蛍光灯からLEDに変更
　蛍光灯60本(2400W)→LED10本（200W）
・残業ゼロ化による照明・空調の時間外電気使用ゼロ化
以上の取組みより、目標を達成できた。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

2024年10月までに年間10件施工をする。

前期の指標に対する実績

現在の樹脂ﾜｯｸｽ施工を、環境負荷軽減に配慮したコーティン
グ施工に変更

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

・環境負荷軽減に配慮した床面コーティング施工を2022年
3月から導入。
・施工後のメンテナンスにおいても定期的な特別清掃が不要
になり水・電気・廃液処理の負荷も軽減。
以上の取組みより、目標を達成できた。

三側面
（分野に☑）

・2024年1月より採用コンサルタントと採用業務を共同し、
Uターン希望者の応募を開始したため、目標を達成できた。

2024年4月セミコンダクター地区での1名採
用
現在WEB面接で2名採用内定

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2021年3月から施工10件達成

県内へのUターン就職希望者の雇用機会の創出 2024年10月までに採用の実施をする。

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）


